
キ
チ
シ
マ
守
J
7

木
製
属
砲
事
保
王
年
八
用

矢
面
崎
ミ
兵
衛
政
平
の
也
知
商
玩
十
石
を
襲
ぎ
、
組
外

に
列
し
、
後
定
番
御
馬
廻
に
柏
崎
じ
、
質
問
ミ
年
御
作

事
桜
町
と
な
旬
、
同
九
年
越
峨
を
命
ぜ
ら
れ
、
天
明

rA
年
十
一
一
周
致
仕
し
て
釣
容
と
観
し
、
十
五
.
人
扶
持

そ
受
け
た
。
時
に
接
七
十
一
。
後
専
ら
茶
湯
・
詩
献

を
以
て
物
外
に
遊
び
、
八
十
八
九
歳
に
し
て
夜
。

キ
ナ
メ
リ
木
滑
石
川
郡
河
内
庄
に
鴎
す
る
部

帯
。キ
ナ
メ
リ
ク
チ

F
メ
ゴ
ヨ
ウ
ホ
滑
ロ
留
御
用

寛
永
十
七
年
石
川
部
吉
野
に
関
所
を
建
て
、
前
回
平

左
衛
門
を
し
て
守
ら
せ
た
が
、
後
木
滑
に
移
し
、
高

治
ご
年
平
左
衛
門
は
残
し
て
子
平
左
衛
門
鰭
ぎ
、
寛

文
九
年
御
克
、
柏
村
八
兵
衛
代
旬
、
十
年
か
ら
延
箆

七
年
ま
で
富
永
停
左
衛
門
、
同
年
か
ら
翌
八
年
ま
で

捌
助
左
衛
門
之
を
勤
め
、
制
後
一
年
交
代
と
な
っ
て

辿
綿
し
た
o

J
ヨ
シ
ノ
セ
キ
シ
ヨ
吉
野
関
所
。

キ
ナ
メ
日
シ
ン
ホ
滑
新
石
川
郡
河
内
庄
に
在

る
部
務
。
寛
文
八
年
幕
府
領
と
な
っ
た
も
と
の
稿
弁

務
預
b
領
瀬
戸
よ
力
の
出
作
高
四
十
八
石
あ
っ
た
の

を
波
牧
し
て
一
村
を
建
て
、
も
と
木
滑
領
の
内
で
あ

っ
た
か
ら
木
滑
新
と
名
づ
け
た
。

キ
ヌ
絹
加
賀
・
能
畳
ご
凶
に
於
い
て
は
、
夙

〈
織
物
を
産
し
た
と
見
え
て
、
延
喜
宇
.
計
寮
式
に
定

め
る
加
賀
の
翻
に
小
鶴
鵡
線
・
穂
積
綾
・
緋
吊
・
資
吊
・

機
吊
・
間
・
白
絹
が
あ
旬
、
能
紫
の
剰
に
も
一
架
線
・

呉
服
綾
・
白
紛
が
見
え
る
。
鎌
倉
の
末
期
に
は
、
白

山
比
時
紳
祉
所
説
三
宮
古
記
に
、
正
和
元
年
三
社
臨

時
の
馬
上
懸
物
と
し
て
上
品
絹
・
葛
布
等
を
法
滋
し

た
文
郵
が
あ
る
。
義
経
記
判
官
北
凶
訴
の
僚
に
、
富

樫
介
が
排
践
の
勧
進
に
隠
じ
て
、
上
品
五
十
匹
を
奉

加
し
た
と
あ
る
も
の
は
、
亦
こ
の
書
の
成
っ
た
室
町

期
に
、
加
賀
の
上
品
絹
が
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
の
諮

キ
ナ
l
キ
ノ

と
見
て
よ
か
ら
う
。
き
れ
ば
文
明
中
遊
興
喰
后
が
こ

の
同
を
政
行
し
た
時
、
『
誰
か
も
と
お
h
そ
め
つ
ら
ん

よ
ろ
こ
び
ゃ
・
加
ふ
る
凶
の
紛
の
た
て
ぬ
き
。
』
と
詠
じ

た
の
は
、
能
楽
郡
本
折
地
方
が
制
域
紛
の
仰
な
こ
と

に
、
耳
円
を
驚
か
さ
れ
た
何
純
で
あ
る
。
し
か
し
此
〈

の
如
き
は
能
奨
郡
の
み
に
止
ら
ず
、
石
川

-
M北
二

部
に
於
い
て
も
そ
の
製
護
者
多
〈
、
絹
屋
座
が
あ
っ

て
取
締
の
任
に
笛
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
言
織
卿
記
天

文
十
一
年
正
月
十
三
日
の
僚
に
、
巾
奥
蒋
来
兵
衛
尉

信
久
・
宮
永
三
郎
右
衛
門
安
請
が
之
に
補
任
せ
ら
れ

た
伏
を
載
せ
て
ゐ
る
に
て
知
ら
れ
る
。

キ
ヌ
カ
ハ
ト
モ
シ
ゲ
絹
川
友
霊
諸
都
闇
右
衛

門
。
寛
文
四
年
初
め
て
前

m綱
紀
に
仕
へ
て
一
一
一
一
同
石

を
領
し
、
大
小
勝
組
御
馬
役
と
な
旬
、
延
質
九
年
御

府
組
組
に
稗
じ
、
点
事
元
年
授
。
子
係
制
織
い
で
滞

に
仕
へ
る
。

キ
ヌ
カ
ハ
ハ
ル
マ
ザ
絹
川
温
蛍
逝
稽
隼
之
助
・

源
左
衛
門
。
貞
享
元
年
養
父
園
右
衛
門
友
震
の
也
知

の
内
二
百
石
を
襲
ぎ
、
組
外
に
列
し
、
御
服
役
と
な

り
、
事
保
十
三
年
百
石
を
加
へ
、
十
八
年
一
乱
用
六
日

七
十
二
践
を
以
て
夜
し
た
。

キ
ネ
マ
キ
称
巻

J
モ
チ
ッ
キ
餅
抑
。

キ
ネ
ヲ
ジ
ヨ
ウ
城
根
島
披
J
キ
ヲ
ダ
ケ
ジ
ヨ

ウ
木
尾
級
城
。

キ
ネ
ン
ホ
ウ
リ
ュ
ウ
幾
年
盟
睦
間
制
宗
の
術
。

紹
級
竪
降
に
敬
荷
受
け
、
石
川
郡
大
来
寺
十
代
の
府

を
織
ぎ
、
岡
部
承
天
寺
七
代
奇
策
ね
、
永

E
=一
年
八

周
二
十
日
寂
し
た
。

キ
ノ
ウ
ラ
木
ノ
浦
鹿
島
郡
瀬
嵐
の
内
の
小
字
。

キ
ノ
ウ
ラ
木
ノ
浦
珠
洲
郡
折
戸
の
内
の
小
字
。

キ
ノ
タ
ポ
木
ノ
窪
羽
咋
郡
牛
首
の
内
の
小
字
。

キ
ノ
シ
タ
タ
エ
ア
キ
ラ
木
下
図
鑑
賀
道
の
子
。

元
文
四
年
四
用
在
京
の
ま
L
加
賀
滞
の
機
二
十
人
技

持
を
受
け
た
。

キ
ノ
シ
タ
コ
ウ
木
下
街
活
濡
事
次
郎
・
仁
平
。

字
は
君
均
。
附
出
と
捜
し
た
。
日
平
鑓
に

mmぶ
こ
と

敬
年
、
議
成
っ
て
邸
り
、
文
政
一
一
年
七
月
御
館
者
に

列
し
て
突
の
泊
知
宥
受
け
、
七
年
明
倫
営
・
制
師
と
な

り
、
嘉
永
五
年
三
月
残
し
た
。
時
に
子
加
、
生
ま
れ

て
傑
か
に
四
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
島
桃
年
の
衣
子

勉
を
獲
号
て
後
を
襲
が
し
め
た
。

キ
ノ
シ
タ
ジ
ユ
ン
ア
ン
木
下
限
庵
沼
稽
平
之

恭
‘
誌
は
点
幹
、
字
は
直
夫
。
錦
恩
・
敏
恨
鷲
・
税
務

洞
は
皆
別
蹴
で
あ
る
。
京
都
の
入
。
壊
を
松
永
昌
三

に
受
け
、
織
見
該
博
、
天
下
鍛
ま
ざ
る
欝
な
く
、
古

今
記
せ
ざ
る
事
な
か
っ
た
。
高
治
三
年
十
周
前
回
綱

紀
に
仕
へ
て
磯
一
一
百
石
を
受
け
、
平
安
に
在
っ
て
子

弟
に
教
授
し
た
が
、
ご
十
三
年
の
後
天
和
二
年
徴
さ

れ
て
掠
府
の
儒
官
と
な
り
、
元
総
十
一
年
七
十
八
歳

に
し
て
夜
L
た
。
ご
子
あ
っ
て
長
を
照
信
と
い
ひ
、

次
令
官
叫
亮
と
い
う
た
。
そ
の
加
賀
務
の
士
で
門
人
の

名
あ
る
者
に
は
、
室
鳩
巣
・
脇
刷
直
能
・
原
元
寅
・
そ

の
子
元
殴
が
あ
る
。
明
治
四
十
ご
年
九
月
十
一
日
照

雌
に

E
四
位
や
.
附
ら
れ
た
。

キ
ノ
シ
タ
ツ
イ
木
下
縫
字
は
子
関
、
訟
附
叉

は
晦
堂
と
秘
し
た
。
遜
稽
は
槌
京
郎
、
凶
鏡
の
次
子

で
あ
る
。
寛
政
四
年
十
月
新
番
に
班
し
、
亭
和
元
年

娘
で
ら
れ
て
明
倫
堂
助
教
と
な
り
、
コ
一
年
疎
サ
…
-n.
俵

七
人
扶
持
を
加
へ
・
て
六
十
依
七
人
扶
持
と
な
り
御
儒

者
に
列
し
た
。
文
化
元
年
務
政
に
闘
し
窓
見
宥
上
っ

た
と
こ
ろ
、
執
政
の
怒
に
踊
れ
て
家
に
界
関
せ
し
め

ら
れ
た
が
、
十
一
年
藩
主
前
m
m
H
鹿
命
じ
て
、
そ
の

罪
に
あ
ら
ざ
る
脅
以
て
本
職
に
復
し
、
侍
競
売
粂
ね

し
め
た
。
椴
嘗
て
大
島
縦
直
等
と
、
滞
感
の
改
革
に

稽
力
し
、
功
や
・
以
て
白
銀
を
賜
え
F

た
こ
と
が
あ
る
。

文
政
元
年
十
周
廿
抗
日
年
四
十
八
を
以
て
夜
し
、
弐

子
街
家
を
裂
い
だ
。

キ
ノ
シ
タ
ノ
プ
完
ケ
ホ
下
寅
謁
遇
綴
.
平
三
郎
。

字
は
汝
弼
・
菊
揮
と
践
し
た
。
照
庖
の
衣
子
。
安
保

二
年
限
庵
幕
府
の
徴
に
限
じ
て
加
賀
滞
を
去
っ
た

後
、
前
倒
綱
紀
は
貿
亮
脅
険
し
、
順
路
の
家
に
在
っ

て
壊
を
諒
ぜ
し
め
た
。
元
禄
十
一
年
限
賂
夜
し
、
そ

の
長
子
照
信
は
突
に
先
だ
ち
て
死
ん
だ
か
ら
、
翌
年

寅
苑
は
加
賀
務
を
僻
し
、
幕
府
の
奥
詰
儒
者
に
任
ぜ

ら
れ
た
。
寛
保
三
年
七
月
夜
、
齢
七
十
七
。
二
子
沢

孝
・
寅
遣
が
あ
っ
た
。

キ
ノ
シ
タ
ノ
プ
ミ
チ
木
下
寅
遭
遇
稽
新
灘
、

後
平
助
。
寅
亮
の
二
子
で
順
庵
の
孫
。
京
に
在
っ
て

亭
保
四
年
十
周
前
回
綱
紀
に
仕
へ
、
俸
二
十
人
扶
持

を
賜
は
っ
た
。
元
文
四
年
サ
三
践
を
以
て
夜
。

キ
ノ
シ
タ
ベ
ン
木
下
勉
衡
の
養
嗣
子
。
敬
貨

と
脱
し
、
遜
穏
を
平
之
介
と
い
ひ
、
明
倫
掌
割
問
師
と

な
り
、
明
治
元
年
残
し
た
。

キ
ノ
シ
タ
ヨ
リ
ノ
プ
木
下
限
信
字
は
磁
閥
、

順
施
の
長
子
で
竹
軒
と
脱
し
た
。
延
費
六
年
八
用
、

亦
加
制
凶
器
の
御
儒
者
と
な
っ
て
俸
ご
十
人
扶
持
を
受

け
‘
本
務
に
在
る
こ
と
五
年
で
あ
っ
た
が
、
焚
と
共

に
去
っ
た
。

キ
ノ
シ
ン
ポ
木
ノ
新
保
金
制
作
の
町
名
。
本
願
寺

文
欝
永
線
十
年
十
周
二
日
附
の
『
質
渡
巾
麹
室
之
臨

之
事
』
と
首
題
し
た
も
の
に
、
木
之
新
保
住
人
為
・
き

彦
左
衛
門
尉
と
あ
る
を
初
見
と
す
る
。
も
と
加
賀
石

捕
庄
内
の
村
務
で
、
石
浦
紳
祉
相
蹴
躍
長
十
一
年
八
月

十
日
附
石
浦
七
ヶ
村
氏
子
辿
刊
紙
に
、
木
新
保
村
時

兵
衛
と
見
え
、
明
和
二
年
石
浦
慈
光
院
の
由
緒
番
に
、

『
石
浦
郷
七
ヶ
村
之
内
木
新
保
村
は
商
町
・
横
堤
町
の

・
惑
に
有
之
路
、
其
後
倉
月
の
郷
ヘ
引
移
す
、
唯
今
之

木
新
保
是
也
。
』
と
あ
る
。
然
る
に
そ
の
移
縛
し
た
地

も
誼
々
町
地
と
な
り
、
荒
町
・
糸
食
町
・
厩
町
・
須
川

二
三
五


